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懐かしい水辺空間：
川の生態系の復元により精進川にもサケが登ってきた

◆⾃然再⽣の川・ふるさとの川
1970年代には⼀度、単断⾯の積ブロックの護岸改修がなされましたが、1992年

から河畔林の保全や川の⽣態学の復活、景観・親⽔性の向上などをテーマに「ふる
さとの川づくり」に取り組みました。
◆涼しい⾵が通る精進川に
川づくりの⼯夫として、「⼈の⼿は控えめに加える」「⾃然の遷移に期待する」

「既存の護岸材料を再利⽤する」などに⼒を⼊れました。25年たった今、樹林は⼤
きく成⻑して森を流れる⼩川となりました。
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